
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

  
   

 
 
 
 

 
 

 

 

 

正しく安全な使用を！～農薬講座を開催～ 

10 月 12 日（月・祝），筑西地域農業青年クラブ連絡協議会（地

ク連）と茨城県女性農業士会筑西支部は，「きらいち」筑西店に

て農業ふれあい体験「農輝祭（のんきさい）」を共同開催し，地

域の人々と農業体験等を通した交流活動を行いました。 

農業体験は，ＪＡ北つくば子育て支援センター「はだしっ子」

と共に，体験ほ場でのサツマイモ収穫と，研修室でのイチゴと梨

のジャム作りを行い，親子連れを中心に約 60 名の参加がありま

した。参加者は袋いっぱいにサツマイモを収穫したり，梨のジャ

ムという新しい食べ方に興味をもつなど，農業の魅力を肌で感じ

たようでした。 

また，女性農業士がけんちん汁を試食提供し，下館，関城，協

和園芸，大地のめぐみの各 4HC が，自分たちが生産したもち米

をついた白餅を販売するなど，各々が活動の PR を行い消費者と

交流しました。 

 当日は晴天にも恵まれ，地域の子供達に農業を知ってもらう良

いきっかけとなるとともに，筑西地域の担い手グループの交流や

結束を深める良いイベントとなりました。 

 

 

 

 
県西農林事務所 経営・普及部門 Tel：0296(24)9206 

（筑西地域農業改良普及センター）  Fax：0296(24)6979 

農業は楽しい!?～農
のん

輝
き

祭
さい

を開催～ 

8 月 28 日（金），筑西合同庁舎にて筑西地域農業学園第 4 回講座を開催しました。 

農薬の基礎についての講義では，農薬の剤型ごとの特徴や散布液の作り方を学び，栽培してい

るほ場に適した薬剤を農薬の特徴に合わせて選択すること，なるべくドリフトの少ない農薬散布

の方法を選ぶことについて学びました。また，農薬の適正使用についての講義では，農薬を使用

する際にはラベルをしっかり読んでから使用すること農薬の  

 残留事故を防ぐために使用した機具の洗浄を徹底すること，

農薬の使用履歴をしっかり残すことについて学びました。  

実物の農薬ラベルを使用した講義に，参加者からは「実際

の農薬のラベルを使って注意点を学ぶことができ，現場です

ぐに役に立つ」，「ラベルの記載事項をよく読み，これからも

遵守する」との声があがりました。 

当部門では，今後も学園生の農業経営に役立つ講座を開催

していきます。 



 
 

  
 
 
 
 
 
 
  
 
    
 
 
 
 
  

普及員のひとりごと・・・檜山 佳子 

県庁産地振興課からの異動で初めて筑西地域の果樹担当になりました。11 月と言え

ば紅葉の季節ですが，今年は十分な日照と朝晩の冷え込みがあるため，例年になく鮮や

かな紅葉が期待できるそうです。名所に行くには渋滞覚悟ですが，一度は行っておきた

い紅葉＆温泉旅！今からすごく楽しみです！ 

 朝晩の冷え込み

に季節の変化を感

じますね。皆様も体

調にお気をつけく

ださい。（谷口） 

一本いくらで売れば儲かる??～コギク栽培講習会～ 

冬に向けた定植へ～レタス現地講習会～ 

 JA 北つくば花き部会キク専門部では，9 月 17 日に新規者向けの，

10 月 1 日に全体向けのコギク栽培講習会を開催しました。今年の作

柄の反省をふまえて，需要期出荷と白さび病防除について，具体的対

策を紹介しました。加えて，1 本当たりの生産コストや参考のための

経営モデル例をお示ししたところ，出席した部会員は，興味深く聞い

てくれていました。最後は，直近の作業内容として親株床での防除を

説明して終了となりました。 

 引き続き，生産者のみなさんが満足のいくコギクづくりを支援して

参ります。 

 

筑西地域の施設野菜農家では，ハウスを有効利用し，季節によって異

なる作物が栽培されています。以前より，春から夏にかけてこだまスイ

カ，夏から秋にかけてトマトの栽培が広く行われていますが，近年，栽

培面積が増えてきているのがレタスです。JA 北つくば東部レタス部会で

は 10 月 1 日に現地講習会を実施し，生産者の方々は良品を生産するた

めの育苗管理のポイントと病害虫防除について確認しました。このレタ

スは 10 月から順次定植が始まり，12 月から 3 月にかけて収穫されま

す。 

 近年，黒星病の多発生年が多く，ほ場における菌の密度も高まって

いると考えられます。年間を通した総合的な防除で，黒星病を抑えて

いくことが重要です。 

 秋季は来春への黒星病防除のスタートです。皆様のほ場では，写真

のような秋型病斑を生じた葉は見えるでしょうか。これが秋季の黒星

病の伝染源となり，来春に落葉から子のう胞子が飛散します。 

 黒星病は落葉するまで，降雨によって感染が広がります。最低限

80％落葉時まで秋季防除を徹底しましょう。 

特に徒長枝の先端まで十分量の薬液がかかることが重要です。また，落葉は，集めて土中に埋めるか，園

地から持ち出して処分する等，適切に処理し来年度の伝染源を減らしましょう。最低限，ロータリーをかけ

て落葉をすき込むだけでも効果が期待できます。 

今年黒星病の被害が多かったほ場はもちろんですが，発病程度の少なかったほ場でも油断せずに防除を行

い，来年に備えましょう。 

 

ナシ黒星病対策について 

～編集後記～ 

    

黒星病の秋型病斑 写真：病害虫防除所 

皆様のご意見，情報お待ちしております。 


